
１．自己評価結果 （4点満点）

カテゴリー（大項目） 平成28年度 平成29年度 平成30年度

Ⅰ．教育理念・教育目的・教育目標 3.8 4 4

Ⅱ．学校運営 3.7 4 4

Ⅲ．教育活動 4 4 4

Ⅳ．学修成果 4 4 4

Ⅴ．学生支援 3.8 4 4

Ⅵ．教育環境 4 4 4

Ⅶ．学生の募集と受け入れ 4 4 4

Ⅷ．財源 3.9 4 4

Ⅸ．法令等の遵守 4 4 4

Ⅹ．社会貢献・地域貢献 4 4 4

Ⅺ．国際交流 1 2 2

点数平均 （4点満点）

平成28年度 平成29年度 平成30年度

3.8 3.6 3.7

3.6 3.5 3.5

3.5 3.5 3.5

3.5 3.5 3.4

3.5 3.6 3.6

3.2 3.5 3.7

3.5 3.6 3.5

3.5 3.7 3.7

3.7 3.4 3.3

3.3 3.3 3.4

3.4 3.5 3.4

3.6 3.4 3.3

3.4 3.3 3.3

3.5 3.5 3.6

3.3 3.6 3.7

3.5 3.6 3.6

3.5 3.7 3.6

3.5 3.5 3.4

3.4 3.4 3.5

3.3 2.8 2.9

最後に謝恩会の最初に言われた金額は５万円でした。後で戻ってくるとはいえ、
奨学金を借りて勉強をしている学生に負担させる額ではないと思いました。この
ような悪しき慣習はもう終わりにするべきと感じました。平成も終わります。ご検
討をお願いします。

非常勤講師の先生方の招待については教員が助言することがありますが、その他謝恩会全般の運営や開催規模については学生が決定
しています。ご理解ください。

臨地実習の目標の難易度に変化はございません。評価の判定においては、指導者・教員で評価し、さらに教師会議で合意の上で、最終評
価としています。

ご　　意　　　見　　　　　（　）内人数

ご希望のタイミングで面接させて頂くことは可能です。ご遠慮なくお問い合わせください。また、学校から連絡させて頂くこともございます。よ
ろしくお願い致します。

教育活動・学習成果・学生支援に関して、自己評価では「４」となっていますが、
途中で退学する学生、進級できない学生、国家試験が不合格となる学生が複数
いる中でなぜ最高評価の「４」がつくのか不思議です。評価とは、自分たちが何
を支援したのではなく、学生たちに力をどれだけつけさせることができたかで図
るものだと考えます。現時点で「４」を付けられると今後の改善はないものと捉え
ます。在籍している学生が３年間で卒業でき、国家試験を全員合格させることこ
そ学校の評価が上がると思いますので、現状維持ではなく、改善を強く希望しま
す。（１）

実習評価が厳しすぎるのではないか。実習を落とした学生が多い。実習中の指
導をされる方、もう少し丁寧な言葉と態度を希望します。（１）
学校へ行った時の職員の先生の対応が不快に思う時がありました。（１）

１．教師の指導に統一性がなく、中には、学生の看護師を目指そうとする意欲を
なくす発言をされる方がおられるが、授業や指導の仕方により、まず学生の気持
ちに寄り添い、心を育てる指導の方法を考えて頂きたい。
２．ボランティア活動が少々押し付けているように思う。学生がそれぞれ自分で
決めて自由に活動することが望ましい。　／学生のボランティア活動に対して、
参加する学生に偏りがあると思う。赤十字の理念を理解するうえでも、広く参加
することの意義を理解するうえでも、色々な学生の参加ができるとよいと思う。
３．行事への参加が義務すぎる。自由参加が望ましい。
４．実習を終えて、不合格になると、翌年の実習まで待たなくてはいけないという
やり方は、本人のモディベーションを下げることになるので、本人との面接を重ね
合格できるように導いてほしい。
５．日赤の卒業生は、卒業後も、戸惑うことなく力を発揮できるという話を聞い
て、きめ細かに厳しく指導していただいているということに対し、感謝しておりま
す。いつもお世話になり、ありがとうございます。
（１）
年に一度保護者を交えての面談を実施してもらいたいです。

７．学校は、成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用している。

８．学校は、看護師の資格・免許の取得を目指し、看護師国家試験合格に向けて、指導体制を整備している。

９．学校は、学生の心理面、学習面、進路に関する個別の指導を十分に行っている。

15．学校は、学内における防災・安全管理体制を整備し、適切に運用している。

16．学校は、学納金等徴収した金額を適切に教育活動に使用している。

10．学校は、学生の経済面に対する支援を十分に行っている。

11．学校は、学生の健康管理に取り組んでいる。

12．学校は、学生の要望を把握し、快適で充実した学生生活が送れるよう支援している。

13．学校は、保護者に対して教育活動に関する情報提供を適切に行っている。

14．学校は、教育上必要な施設・設備・教育用具等を整備している。

２．学校は、教育課程の編成、実施についてわかりやすく示している。

３．教員は、授業科目の目標に照らし、授業内容・授業方法を工夫し実施している。

４．教員は、評価結果に基づいて、実際に授業を改善している。

５．臨地実習施設（大津赤十字病院）は、学生の看護実践の学習を支援するため、臨地実習指導者と教員の協働体制を整備している。

６．学校は、主な臨地実習において学生が関与する事故を防止するための安全対策を整えている。

大津赤十字看護専門学校自己評価集計

２．１）学校関係者評価結果（回収率46.1％）    アンケートにご協力いただきありがとうございました。

設　　　　　　　問

１．学校は、教育理念・教育目的・教育目標の達成に向けて特色ある教育活動に取り組んでいる。

17．学校は、学生に対して、ソーシャルメディアの適正利用や個人情報管理に関する啓発及び教育に取り組んでいる。

18．学校は、評価結果に基づき、課題の改善に取り組んでいる。

臨地実習が母体であることから、就職後を想像しながら行うことができ、個々へ
の指導も親身になって頂けたことから大変満足しております。横のつながり、縦
のつながりを大切にこれからもよろしくお願い致します。

看護職をめざす学生自身が自ら学び続けることができることを教育目標に挙げています。常に伴走する教育から、自ら課題に向かう力を
養っていくことが学生の成長につながるものと認識しております。今年度は、国家試験１００％合格、就職希望の学生の就職率１００％、進
学者の目指す課程校への合格率１００％でした。教育の成果を数値で表すことが難しいですが、これらの数値は、学生の巣立ちを支援で
きた成果であると捉えています。ご意見の通り、３年間で卒業でき、国家試験に全員合格できることを目指し、現状に満足することなく、改
善に努力いたします。

１．その時の学生の反応により、指導の方法や内容を変化させていく必要があります。ご意見の通り、学生の理解を進めながら指導をして
まいります。
２．ボランティア活動は、学生がそれぞれ自分で決めて自由に活動することが望ましいので、強制はせず、学生にはボランティア募集の紹
介を行っています。そのなかで、各自の特性や能力を活かすこと、また、参加することの学びも意識できるよう働きかけています。看護学生
にできるボランティア活動として、赤十字関連施設や地域の施設からの要請について、参加の意義を伝えながら推進しております。
３．学生会主催の行事は、出欠席に計上致しません。しかし、各式典、研修旅行、スポーツフェスティバル、特別講演は、参加目的を明ら
かにし、「学校が定める登校日」として設定しております。(本校学則施行細則第８条２項）
４．臨地実習においては、目標達成できるように、個別の時間を設けて指導を重ねております。しかし残念ながら目標達成できなかった場
合、補習実習（病気など正当な理由が、認められる場合に行うことのできる実習）のみ実施することとしています。そのため、単位未認定の
場合は、次年度に再度履修していただくことになります。（本校履修細則第１２条、第１４条）

19．学校は、学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行なっている。

臨地実習は、患者さんを受け持たせて頂き、看護を学ばせて頂く貴重な学習方法です。時に、患者さんへの接し方や責任に欠ける行動、
学習の進め方について厳しく指導させて頂くことがあります。そのことを、学生が感情的に捉えることのないよう、丁寧に伝えていくことを心
がけていきます。また、指導者・教員は、各時期の実習ごとの指導者・教員で振り返りや、指導者会議においても検討する機会をもってい
ます。今後も日ごろからの各自の内省に努めてまいります。

２．２）学校に対するご意見（文章まま）と回答　　　貴重なご意見ありがとうございました。　　　

20．学校は、国際的視野を広げるための教育を行なっている。

回　　　　　答

３年間、教員、実習指導者、その他学校関係者の皆様には大変お世話になりす
べてお任せする形で看護職の道をスタートさせて頂けることに感謝しておりま
す。この学校を選択して本当に良かったと思っています。ありがとうございまし
た。

３年間ありがとうございました。これからもよろしくお願い致します。（２）

いつも先生方にはお世話になっております。子供の話しによると、今年度進級で
きなかった学生がたくさんおられたとの事で、本人の能力の問題なのか、評価の
仕方が変わったのかわかりませんが、昨年度と変わった点があるのでしょうか。
また、進級が難しいかもしれない学生への事前の救済策はありませんか。（１）

ご卒業おめでとうございます。今後も、病院との連携を図りながらより良い学習環境を作っていきます。
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